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岡崎市は康生通西３丁目の公園で、岡崎
城の外堀である大林寺郭（くるわ）堀の石
垣の発掘を決めました。これは、100メー
トル西の材木町１丁目のマンション建設
用地で０２年２月に発見され、安土桃山時
代末期に築かれた自然石を積み上げる
「野面（のづら）の乱積み」という古い築
造方法の貴重な石垣と確認されながら、
民有地のため保存できなかったことをう
け、史跡岡崎城跡整備基本計画の一環と
して実施されるものです。江戸時代の城
郭絵図では、大林寺郭堀は同公園地下ま
で続き、石垣の発見はほぼ確実と思われ
ます。城郭研究の第一人者である広島大
大学院の三浦正幸教授は、天守閣からの
距離が 500 メートルもあることから、日
本の城郭として、江戸城、大坂城、姫路城
に次ぐ４番目の巨大な城であったことが
証明されたとし、近年まれにみる大発見
と注目しています。

国内４番目の規模の城石垣含め高さ10m以上

岡崎公園バス駐車場の南東角にあった
岡崎城東郭の隅櫓（すみやぐら）が、09
年度に再建されます。江戸時代の絵図
を元に、広島大大学院の三浦正幸教授
の監修を受け、木造２階建て延べ７２平
方メートル、石垣部分を含めると高さは
１０メートル以上になる予定です。東郭
隅櫓は、城の中核となる二の丸に繋がる
切り通しを守る最後の砦で、岡崎城が解
体された明治初頭まで敵ににらみをき
かす存在でした。岡崎市の中心市街地
のかなりの部分は、もともと岡崎城の中
にあり、まち歩きで歴史が楽しめます。

元亀３年（1572）12月に、当時31歳だった家康
公が、２万 7千人の武田軍の挑発にのり、わずか
１万１千人の軍勢で無謀にも戦いを挑み大敗し
ました。これが三方ケ原の戦いです。上に立つ
者の愚かな判断が、千余人の味方の死に繋がり
ました。この時、家康公が自戒のため描かせた
のが「徳川家康公三方ケ原戦役画像」です。

０７年１１月、岡崎公園二の丸能楽堂前の竜の噴
水広場に徳川家康公の石像「しかみ像」が設置さ
れました。「徳川家康公三方ケ原戦役画像」を元に
彫刻師・小林道明氏が彫刻、德川記念財団理事
長で、德川宗家18代当主の德川恒孝（つねなり）
氏が岡崎市に寄贈したものです。

日　時；１月27日（日）PM1:30～PM4
場　所；長誉館（中町 6丁目 3-10）
参加費；おかざき塾会員1000 円
　　　　非会員1500 円（懇親会費含）
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